
令和元年度
調布市ひとり親家庭等アンケート調査結果

アンケート調査票 送付対象世帯
児童扶養手当受給資格者のうち、資格停止を除く現況届提出者世帯 1361世帯
及びひとり親医療証のみ受給者 64世帯

送付数 1425世帯 回収数673枚（令和元年12月末） 回収率 ４７．２２％

※ 平成29年度 送付数1376世帯 回収数642枚 回収率４６．７％
平成30年度 送付数1442世帯 回収数475枚 回収率３２．２９％





世帯

障害, 8

母子家庭(離婚), 464

母子家庭(未

婚), 62

母子家庭(死別), 32

母子家庭(その他), 75

未記入, 2

養育者家庭, 3

父子家庭(離婚), 17

父子家庭(未婚), 1

父子家庭(死

別), 3

父子家庭(その他), 6
父子家庭, 27

単位（人）

回答者の世帯の内訳は以下の通りであった。母子家庭、父子家庭にチェックしているが理由の記載が
ない場合はその他で集計している。



年齢

１０代, 1

２０代, 34

３０代, 198

４０代, 327

５０代, 91

６０代, 1
未記入, 21

単位（人）

10代から60代の幅広い年齢層からの回答を得た。内訳の割合で一番高かったのは40代、次いで
30代、50代という結果であった。



家賃
自身や家族の所有する物件ではなく、賃貸物件に居住している人に家賃負担額を尋ねた。
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収入

586

13

122

349

27
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仕事をしている

実家等の金銭的援助を受けている

養育費を受取っている

児童扶養手当を受けている

生活保護を受けている

収入源となっている項目すべてにチェックを依頼した。児童扶養手当受給資格者が対象になっている
ことを考えると児童扶養手当へのチェックが少ない。収入源すべてではなく主な収入をチェックした
人が多くいたと推測される。

単位（人）複数回答



ライフラインの支払い

27

642

4

0

100

200

300

400

500

600

700

ある ない 未記入

単位（人）

1年以内に電気・ガス・水道といったライフラインの支払いが滞るなどで止まったことがある人は
27人で、全体の４．２パーセントであった。
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家計管理
家計管理に不安があると回答した人が522人と多くの人が家計に不安を抱えていることが
わかる。

単位（人）
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就労状況
現在の就労状況を尋ねた。正社員就労と非正規・パート勤務の人がほぼ同じ割合であった。

単位（人）
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業種
現在従事している仕事の業種を尋ねた。

単位（人）



しばらく仕事をする予定はない, 26

今の仕事を続けたい, 388

転職希望がある, 191

単位（人）

転職希望
現在就労しているが今後転職の希望があると回答した人は約3割であった。
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単位（人）

資格取得の希望
今後、資格の取得を希望しているかを尋ねた。希望があると答えた人が最も多く、話を聞いて
考えたいと合わせると５９％の人が取得に関し前向きに考えているといえる。



ある, 258

ない, 221

わからない, 120

高校の学費の準備

子の学費
高校の学費について準備があるかを尋ねた。「ある」と答えた人が「ない」と答えた人よりもや
や多い結果であった。「わからない」を合わせると５６％であり半数以上の人が高校の学費につ
いて不安を抱えている。
高校以降の学費として尋ねると、「ある」と答えた人が大きく減少し、「ない」「わからない」
と合わせて70％を超える人が学費に対し不安を抱えている。

単位（人）

ある, 143

ない, 306

わからない, 188

高校以降の学費の準備
単位（人）



相談希望あり, 67

相談希望なし, 548

未記入, 58

個別相談希望の有無

個別に相談ができることを明記し希望の有無を尋ねた。おおよそ１０％の人に相談希望が
ある。

単位（人）
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相談したい内容

個別に相談したい内容をチェックしてもらったため複数回答としている。

単位（人）
複数回答



個別相談希望の有無と連絡先の記入
個別に相談の希望がある方に連絡先や連絡方法について記載を依頼した。個別相談を希望すると
回答しながら記載のない人や、個別相談の希望はないが記名等の記載がある人も見られた。現況
届時に面談を実施しており当日に解決したり情報を得ることができているケースもいるが、希望
があっても言い出せない人や時間のなかった人が確実に相談できる体制を検討したい。

単位（人）
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